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R占sum6

α･Cyanocamphorwaspreparedbyreacting

hydroxylaminewithhydroxymethylencamphor

whichwasProducedbythereactionofsodium

camphor aha amylEormateaccording to the

郡 24 巻-I

formula(I)and(II).

α′-Chloro･α-cyanocamphorwasformed by

thechlorinationofα-cyanocamphorwithsodium

hypocllloritc and α'-bromo-α-cyanocamphor

wasfomedbythebrominationofα-cyanocam･

pI10rWi山 bromine.

TheinsecticidaleffectoftlleSeCOmpOundswere

testedagainsttheadultsofazukibeanweevilby

theusualdippingmetllOdinlaboratorytest.

Theeffectsofthesetesting'mater王alswere

verylowcomparedwitllγ-BHCbutamongtI一em,

α′-bromo-α･cyanocamphorwas the he王ghest

activityandα-cyanocamphorwastilelowestaS

showninTable2.

OntheInfluenceofTcmperat'ureantlMoistureContentofSaw･dllStintlleBJ･eeding

ofWireworm.ResearchesontheWireworm,MelaT10Luscazdeヱ LewiS.XVI.Masayoshi

YosmI'A andTakashiNoGAM (LaboratoryofAppliedEntomo一ogy,FachltyofAgriculture,

ShizuokaUniversity,Iwata,Shi左uoka).ReceivedJan.28,1959.Bolyu･Kagahu,24,43,

1959,(withEnglish主esum6,46).

10., ハ リガネムシの飼育における温度 ･含水量の影響 ハ･)ガネムシに関する研充 節16報

吉田正義 ･野上隆史 (静岡大学 良学部 応Tf]昆虫学研究室) 34.1.28受理

室内で土壌昆虫を飼育するとき, 土壌の含水丑の減少と土壌微生物の繁Hiのため安定した飼育が出

来ないので,土班の代用として,保水記が大きく殺菌の容易である木材粉を班用する飼育法を考案

した. この方法により含水虫と温庇のいろいろの組合せの下でハ.)ガネムシを飼育し,200におい

'て木材粉の含水虫が 90から120ccの範囲にある場合にもっとも安定した飼育ができることをたし

かめでこ.

自然界では温度と粒度は畔独に昆虫に作用するもの

ではないので,その組合せの彫哲については古くから

実験が行われ Zふ61ferl'小島9など多くの報告があ

る.しかし土壌昆虫に対する温度と土壌の含水塁に関

する研究は柴田3)､のり.)ミバエ Chaetodacuscucul･-

biEaeの羽化に関するものと春川 ･附 tl) のキ))ウジ

ガガンボTipulaaL''10の幼虫の生育に関するものな

どきわめで少ない.著者7)は八.)ガネムシの宝内飼育

が困難である理由を明らかにするため実験を進めてき

たが,ハ.)ガネムシの胸脚の基部と戯両の基礎緑にそ

って2条の消磁由による還元屑が表面に露出しており,

また各環節の環節間膜が式なっている部分にも還元層

があるため乾燥した空気にあえば体水分を喪失し,過

剰な水分があれば体内に浸入するので,土壌含水虫を

適度に保っことがハリガネムシの飼育に必要であるこ

とを知った.土壌の含水虫を均一にたもつには,土成

の底部に自動給水袋田を設けて土班表面より,蒸発す

ろ水分を列部より祁給するれ まT=は土砂 こかわろペ

き他の保水性の大きい物矧 こ多虫の水分を吸収させ,

この水分を長期にわたって利用させる方法が考えらTL

る.著者1)は窮焼面を利用したオー トィ.)ゲーターを

30cm の土酪旧の底部に設けた飼育法超でハ1)ガネム

シの飼育を試みたが,素焼面に微生物が入り込み,逮

水を恐くし,また土成微生物の繁机が著しく,長期の

飼育には適しなかった.したがって飼育環境として直

接畑地の土班を班用することは不適当であるので,土

班にかわるべき飼育環境として,保水性が大きく,蕊

た容易に殺菌できる木材粉を用いた飼育法ETttiiを考案し,

とくにハリガネムシの生育におよばす温度と木材粉の

含水員との組合せについて詳細な実験を行った.

実験材料および方法

実験に班用したハリガネムシは,1958年3月上旬静

岡瓜浜名郡択北町新原の試験田切で採妨したマルクビ･

クシコメッキ MelanoEuscaudeELc&isの幼虫で体

揖 15-20mm のものである.木材粉は主として杉村
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で長時間煎沸して内容物を泣出し水洗除去して陰乾し

たもノのである.

500ccの広口瓶に乾燥木材粉 50gを入れ 的栓し

て殺菌した各容器に,それぞれ 10,30,60,90,129,

ユ50,180,210,249ccの殺菌水を加え投押蹟圧した

後,殺菌水で洗浄したハ.)ガネムシを5頭ずつ放ち,

50,100,150,200,250,300,350,400の恒況打寸で

飼育し,30日後の死亡率を調査した.

温度含水畳の組合,tfと平均死亡率

実験はシ､ずれも摂食活動の宿敵な3月より4月にか

けて行ったが,餌は木材粉の含水虫に彫蟹をおよばす

恐れがあったので入れなかった.ハ･)ガネムシの飼育l

期間は飼育温度木材粉の塁,餌のもちかたなどにより

相違するが,500ccの広印掛こ50gの木材粉をとt),

100ccの水を加え給食状態に放置したま 約ゝ1ケ年間

飼育した実験では体重は多少減少したが,その後餌を

あたえれば生育をとげたから,.絶食に対する抵抗性は

きわめて強く,A2-3ケ月間の絶食により生命現象に大

きな彫智をおよばすものとは考えられない.またハリ

ガネムシの棲息を許す厳しい環境条件下におけるYf料

は,飼育条件としてより鋭い判断をくだす意味におい

て好都合と思われる.

吉田･鈴木7)は飼育木粉に塩素系殺虫剤を混入して,

長期にわたる殺虫効果を調べ,飼育後20日を過ぎれば

ほ 生ゞ存するものと死亡するものとが分れろことを報

'岱したが,こ でゝは飼育後30日目の死亡率をとりあげ

た.含水量の寂も適当と思われる 90-150ccの場合

でもしばしば死亡虫がみられたが,これらはいずれも

p共食いによるものと推察されたので死亡率の中に入れ

なかった.

'飼育温度と含水量の組合せとハ.)ガネムシの平均死

亡率について示せば第1表のごとくである.

節 .21巻-I

木材粉の含水丑に対するハ1)ガネムシの抵抗性につ

いて知見を得るため,300における含水量の変化とプ

ロビットに変換 した平均死亡率との関係をえがくと

筋1図に示すように垣線がえられ,木材粉の含水_faに
対する感受性の変異は正規分布を示し,吉田･鈴木7)

が行った乾燥に対する蛇抗性のそれと一致した.
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250における0%死亡率は90-120cc(40･0-52･5

形)の間で含水量の矧 ま非常に挟いが, 300,350で

は安定した飼育はできなかっT;･200では 60-180cc

(節.6-77.4%),150および 100ではいずれも69-

210cc(27.6-89.8%),5｡では 90-210cc(40.0-

89.8%)であった.･

ハ.)ガネムシの生育に好適な温度は20.0前後である

が,150以下では活動性も非常に低く,100以下で時

ほとんど康行せず,このような場合では木材粉の容水

封の昭園内における含水塁の変化は大して彫響しない.

Table1. Relationsbetweenthewatercontentofsaw-dust(cc)andtheaverage

mortalityofwireworm(%),MelanoluscaudeELewis,atvarioustemperatures(OC).

Temper

ature
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150′以上では含水虫の適当でない朝会は相当死亡率が

増加した.59/0.'死亡率曲線についてみれば 290を超

えれば含水虫の彫撃は顕著であった.含水LLTtの 219cc

の場合は給与された水はほとんど木材粉に床持されて

いるが,これを過ぎれば,遊離水を生じてハt)ガネム

シは生存できなかった.またハ])ガネムシの粥入孔は

含水虫が多い場合や低温の場合ではあまり発迂せず,

さらに含水虫が増大すれば村人孔は飼育法紅の上岡怒

のみに作られた.また作られた沼大孔も比較的大きく

ハ･)ガネムシはその中で土壌面とあまり接触しないよ

うにして棲息することから,含水丑の多いことは相当

生育に不適当であろうと思われた.

含水虫が過少な場合ではハi)ガネ与シは生きてはい

るが,'体重が減少したり環節が崩少していて正常なも

のは少なかった.土壌に対する預入能力もかろうじて

体が見えなくなる程度であった.含水虫の少ない場合

は沿入孔の分布も全矧こわたり縦坑に相鉄してみられ

明らかに異常なる環境のごとく思考された.

安定した飼育のできる木材粉の含水虫は,290にわ

ける 90-120cc(40.0-52.5%)の犯因と思われる.

また 02.'死亡率における含水量の中日の広い 100-150

は,ハl)ガネムシの行動からみて明らかに只常温FiEが

含まれるので,生育に好適な温度は摂食活動の旺盛で

ある200前後を採用するのは適当と思われる.

このことはハI)ガネムシの呼吸の場合でも同様であっ

た.290までの温fA'は比較的微生物の繁殖の程度も低

いので飼育には好都合である.秋期にもこれと同様な

飼育実験を行い春期の成約と同様な結栄を得た.

飼育期間の定過と含水量の変化

飼育温度 200, 木材粉の含水虫 60-126ccがハ･)

カネムシの飼育に最も都合のよい環境であることがわ

かったが,この含水塁の持続期間は飼育法田の班用限

界であるので,あわせて飼育期間の経過にともなう木

材粉の含水虫の変化について調べた.

590ccの広口瓶に 50gの木材粉をとり,IVrJq丑の

殺菌水を加え綿栓をレた似合としない場合に区分して

各班の恒払拭手中に放'aして,30日日ごとにとりILliL,
Bltl背瓶の中火部における木材粉の含水むの変化と/木

材粉の各ll1の含水員の変化について調べた.

ハー)ガネムシの飼育に位も適した木材粉の含水_fa

120ccの;100,200,300における処理後10ケ月間の

含水量の変化を示すとilTf2図のごとくである.

含水宝は 1g中の水分塁を示したが,いずれの場合

も経過日数が進むにつれて,含水虫は次第に減少した '

が.その度合いは約栓のある場合J:りない場合の方が,

また配皮の砧い場合ほど瓜著であった.

節 21 巻-Ⅰ
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一万 200における 0% の死亡率を得る含水虫の輔

は 60-180cc(1畠中に含まれる水分虫に投打すれば

0.71-0.92g)であり,250におけるそれは90-120cc

(0.81-0.87g),であるので,0.81gならびに 0.71g

の緑と含水虫の減少曲緑の交点を求むれば,この点が

各温度における含水虫のみについての飼育斑の班用の

限界である.飼育に虫も都合のよい 99ccの含水虫で

比較すれば,loo,200.300における飼育法投の班用

の駁界は無性の場合ではそれぞれ5ケ月, 4ケ月, 2

ケ月であり,有栓の場合では10ケ月,7ケ月,5ケ月

が限界と思われる.

60ccの含水虫で比較すれば有栓の場合では飼育は

それぞれ10ケ月以上,10ケ月以上8ケ月,知栓の場合

では9ケ月,7ケ月,5ケ月が朋非と思考される.I

木材粉の含水員,lp長)抑こ持続させるためには,純栓

をほどこすことが有利である.またこの場合はEr.]背に

有毒_.ftな放生物の繁雑の危険はなくなるが,餌地物の生

長との詞超を生ずる,したがって飢植物との尉係より

みれば,無性であることが望ましい.また餌植物の生

長は飼育法田の含水見た好響することが大きい.

このほか含水矧こ彫蟹する因子としては飼育瓶の形

状ならびに容抗や飼育材料に餌する問超がある.容班

のわりに口の大きい容出では含水並のは少がgEi著であ
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るので,飼育掛ま取扱いに因らない程度に口が狭く,

ある程度の深さのあるものが適当である.このような

瓶をもちいた飼育装置は長期放置しても,木材粉の上

層部が乾煉するわわに底部の含水虫は変化しなかった.

したがって長期の飼育には木材粉の丑を多虫にすれば

よいわけであるが,深さができると水分ささ比較的底部

に多くなるのでこの点を注意する必要がある.

飼育材料としては保水性由大きく殺菌の容易なもの

がよいので本実験では木材粉を使用したが,鉱物質の

もので雲母の風化の進んだバーミキュライト(蛭古の

粉末)なども良好であった∴

摘 要

1. 畑地の土壌は長期にわたり含水益を適当に保つ

ことができないことや,土壌微生物の繁殖のため垣接

ハリガネムシの飼育に使用することは不適当であるの

で,保水性の大きく容易に殺菌できる木材粉を用いた

飼育装置を考案した.

2. 広口掛こ風乾木材粉を入れて殺菌し,水分虫と

温床のいろいろの組合せを作って,その中で飼育し30

日目における死亡率を調査した･250.における0%死

亡率は木粉の含水量が 90-T20ccのせまい昭四でえ

られたが,300,350では安定した飼育は出来なかっ

た.200では 60-180cc, 150および 100ではいず

れも60-210cc,50では 90-21C)ccであり/低温皮

における0%死亡率を狩る含水量の中副ま広かった.

3. 木材粉の含水塁が多い場合や低温皮の場合では

ハ.)ガネムシの帯入孔は発達せず,さらに含水員が増

大すれば潜入孔は飼育法iEiの上層部のみにつくられ大

きさも比較的大きかった.含水量の少ない場合は沼入

孔は飼育装置の全屑にわたり良く発達した.

4. 含水量が 243ccを過ぎればハ,)ガネム･i'は生

存することはできず,乾放した場合は体重が減少し,

環節も縮少し土壌に満入する能力も低くなった.飼育

に最も適した 200, 含水量 60-129ccの環暁で飼育

期間の経過にともなう木材粉の含水塁の変化について

調査した.経過日数が進むにつれて含水塁は次第に減

少した. 無栓の場合で温度が 100のときの飼育装置

の班用は9ケ月,200では7ケ月,300では5ケ月と

考えられる.有栓の場合では 100および 200では10

ケ月以上,300の場合は8ケ月が飼育の限界と思われ

た.飼育装置を長期に放IBする時は,木材粉の上17LYj部

が乾燥するわりに底部の含水塁は変化しなかった.

5. 飼育材料としては容水量が大きく容易に殺菌で

きるものがよく木材粉のほか蛭石の粉末 (バー.ミキュ

ライト)もその日的にかなったものである.
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R占Stlm6

1. Breedingofwireworm usinguplandfa'rm

soilisimpossibleforalong-period,forthesoil

isunsuitableto keep water constantly and

numberlessmicrO-organismslivein it. The

autllOrS used saw-dust to controlitswater

capacity and to makeeasytosterilize,and

madeanexperimenttodete=lninetheaverage

mortality under the rearヱng COndit王Ons of

different combinations of temperature and

waterc?ntentofsaw-dust･

2. ヤials(500cc)containingsaw-dust(50g),

werepluggedwithcotton,andsteri一ized.Various

quantities of sterile water were sprayed

unifofmlyonsalV-dust.AftertileCOntentOf

bottlewasagitatedandtampedtot王Iedefinite

height,fivewirewormswashedwithsterilewater

wereputintoeacllbottle,WIlichwaskeptllnder

differenttemperaturesrespectively,andtheir

morta一ityafter30dayswasexamined.Asno

mortalitywasseenbetween90ccand120ccof

watercolltentaS250C,itsrangewasnarrow,

andat30oCand350Cnomortalitycouldnotbe

obtained.Butitsrangetoobtainnomortality

waswideatlowtemperature,･asat20OC,15OC,

loo°And5cc were60-180cc,60-210cc,60-

210ccand90-210cc,respective一y. ＼
3. When water cもntent of saw-dust i占

great,wormscouldnotdigandcrawlonlyat

the upper一ayeroftllebottle.WIlen Water

contentistow,theirholesextendedtodeep

layer.Inthecaseoflowtemperature,tlleydid

notdigtheirho一esasnicelyasthecaseofIligh

watercontent.
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4.W王IenWaterSupplyincreasedinvolume

over240cc, worms could notlive. In dry

condition,such worms.increasedwhosebody

weightdecreased,bodyTength shrankandan

abilitytosinkinsoilwasfeeble.Undertile

optimum condition for-breeding where the

watercor】tentbetween 60ccand 120ccand

the temperatureOf200C,watercontentof

saw･dust decreased gradually with progress

ofthedurationofbreeding.Thisdecreasing

wasdistinguishedinthecaseofunpluggedand

high temperature.Todecreasetill60ccwater

節 24 巻TI

contentfrom 120ccofinitialcontentittook9,
7and5monthsintlleCaseOfloo,200and30oC

.respectively･WhenPtuggedwithcotton･itw.as

neededabove10or8monthsatthetemperature

ofloo,200and300C.Watercontent-atthc
bottomofbottledidnotchangesorcmarkal)1y

asatthCupperlayerwhenthebreedingperiod

waslong.Inthebreedingforalollgtimegood

resultwasobtainedwhensaw-dustvolumewas

increased.

5_Watercapacitiesof'saw-dustandthOsc
ofvermiculitewerealmosttIleSame.

SeasonalPrtvatenceofFlies)-AOsaka.EcologicalStudiesoftheFliesofMedicalImportance.

ⅠⅠⅠ.KazuoBtJf';I(OsakaPrefecturalInstituteofPublicHealth)ReceivedJan.31,1959.

BoLyu･Kagaku,24,47,I1959.(with Englishresume,53).

11･ 大阪における組の季節的消長半 ､雌族重要群の生惜学的研究 節3鰍 武術和雄 (大阪肘立

花生研究所) 34.1.31受理

大取府吹田市の市田地において'1953年5月より1955年12月に至る3ヶ年臥 瓜の臓物を誘引群とす

る金網トラップを用いて蝿の採袋を行った. 本報告は各種類の季節的消長についてのべ,あわせて

金網トラップによる採災法についての方法論的考究を行い, トラックの椛近あるいは誘引物や設班

秘所のちがいによって採頒される塊の群災構成は興った船架がえられるとの結論をえた.

わが国における蝿の季節的消長に関する調査は全国

各地で行われており,1951年以来日本衛生動物学会で

計画された蝿調査班 (班長小林昭治郎博士)によって

その成約が毎年盤理発表せられた.これらの諮某紙を

通覧すると種類毎の消長についての研究は甚だ少く,

同属問においても超による生態学的差異がかなり重要

な意義をもつものであり,今後の駆除対策の上からも

さらに細分類による調査が必要と･されている.著者は

大阪における調査を1951年泉大枠市8)において,1952

年茨木市2･9㌧1953-5年吹田市三一3-10-127において行っ

てきた.蛇の季節的消長は気院的影響が大きいから,

地方によってかなりの相異が認められるが,同じ地域

においても年によって若二I二の相異があらわれることは

免れえないであろう.この報告は1953年5月J:り1955

年12月に至る3ケ年間同一地点で継続して調査したも

ので,各班類についての消長を生態学的に究明しよう

と試みたものである.

本研究を行うにあたり,終始抑指等をたまわった小

林暗治郎博士および大阪市立大学医学部田中英雄教授

に対し厚くお礼を申しあげる.

調査地点付近の概況および調査方法

調査を行った場所は大阪府吹田市の中心矧こある探
鎚所の庭で,住宅摘店などの密果した代表的な市田平

坦地である.周辺において雌の蛸袋し,発生辞と考え

られる環境は一朝家島の政所,空地に散見される肥料
溜がある程皮で,鍵田芥などの集硫場所はみられない.

しかし採袋地点と隣接して環境施設の恋い公設市場が

あり/魚介類や食品や縫物の周辺には雌の蛸腿が著し

かった.採矧ま衛生動物学会で指定された垣径 25cm,

高さ30cm,脚高 2cmの円筒形の金網トラップを班

用し,比の誘引群として魚の臓物をトラップの下面に

おいた.採班はおおむね海退一回,年lJ'J9時から年後

5時まで桁天の日を迭んで,日中に日雌のできない雑

群の%'iった一定の地.LI.iにおいて継続した.

調査 成 績

調査期間中に採irlされた蛇の柾矧ま11屑24種で,お

のおのの雌雄別採柴桐休数は第1表に示しT=とおりで
ある.このなかから符生学的に重要な柾類t･,採災個

*本和.缶の班要は昭和29年4月6日 日本術生動物学会(束京)および昭和29年10月4日 日本公衆衛生学会

(東方く)にて光宏.
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